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雁良
と

1＄良

●
親
方
様
に
宛
て
た
五
郎
の
手
紙
次
郎
長
に
宛
て
た
天
田
五
郎
の
手
紙

●
幕
臣
た
ち
と
次
郎
長
ｌ
関
口
隆
吉
舎
葛
ら

●
「
ふ
じ
が
ね
に
の
ぼ
り
て
」
歌
碑
の
建
立

天
田
愚
庵
に
と
っ
て
、
清
水
港
は
第
二
の
故
郷
で
あ
り

一
時
は
山
本
長
五
郎
の
養
子
五
郎
と
し
て
、
次
郎
長
と
親

子
の
縁
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｑ

い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
次
郎
長
が
清
水
港
の

生
ん
だ
英
雄
と
し
て
、
テ
レ
ビ
や
映
画
、
浪
曲
や
講
談
な
一

ど
で
広
く
語
ら
れ
る
の
は
、
愚
庵
の
書
い
た
「
東
海
遊
侠
一

伝
」
を
源
流
と
し
て
い
る
。
次
郎
長
が
有
名
に
な
っ
た
の
一

は
愚
庵
の
お
か
げ
だ
、
と
い
っ
て
よ
い
。

一
名
次
郎
長
物
語
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ら
れ
た
「
東

海
遊
侠
伝
」
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八

四
）
だ
が
、
原
稿
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
そ
れ
よ
り
五
年

以
上
前
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
愚
庵
の
手
紙
が
残
さ

れ
て
い
る
。
明
治
十
一
一
年
に
東
京
浅
草
で
写
真
術
の
修
業

を
し
て
い
た
時
代
に
、
天
田
五
郎
か
ら
次
郎
長
に
宛
て
た

手
紙
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
親
方
の
御
し
や
し
ん
（
写
真
）
二
枚
ほ
ど
至
急
御
送
り
下

さ
れ
候
様
願
い
上
げ
奉
り
候
。

其
後
は
御
無
音
仕
り
誠
に
御
申
訳
こ
れ
な
き
事
に
候
。

さ
て
皆
々
様
ま
す
ま
す
御
機
嫌
ょ
く
い
ら
せ
ら
れ
候
わ

ん
と
恐
悦
に
存
じ
奉
り
候
。
且
つ
又
、
私
こ
と
も
去
る

一
日
京
着
仕
り
、
当
今
は
浅
草
奥
山
の
写
真
師
江
崎
礼

一
一
と
申
す
も
の
の
弟
子
に
成
相
り
、
何
れ
七
月
迄
に
は
一

人
前
の
し
や
し
ん
司
に
相
成
り
候
心
得
に
御
座
候
。
其

の
せ
つ
は
又
々
罷
り
出
、
相
替
ら
ず
御
世
話
様
に
相
成

る
べ
く
候
。
先
生
の
家
に
参
り
候
処
、
先
達
て
清
水
表

よ
り
送
り
く
れ
候
そ
て
つ
は
是
れ
な
り
と
、
庭
に
う
え

て
こ
れ
あ
り
、
い
き
ほ
い
は
ま
す
ま
す
よ
ろ
し
く
、
先

生
も
大
に
よ
ろ
こ
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
本
は
私

国
へ
帰
り
ま
す
る
時
、
先
生
の
家
へ
あ
ず
け
置
候
処
、

諸
方
か
ら
借
り
ら
れ
、
な
く
さ
ぬ
よ
う
に
誠
に
骨
を
折
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り
た
り
と
咽
し
こ
れ
あ
り
候
。
余
り
借
り
て
が
お
お
い

故
、
か
え
っ
て
出
版
な
ど
の
都
合
の
た
め
に
困
り
入
り

ま
す
。五

月
五
日

（
追
伸
略
）

天
田
五

親
方
様
始
メ
皆
々
様

宛
名
の
親
方
様
と
は
次
郎
長
の
こ
と
で
あ
る
。
五

郎郎
(ま

こ
の
手
紙
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
人
前
の
写
真
師
に
な
る

つ
も
り
で
あ
る
。
先
生
の
家
と
い
う
の
は
、
四
谷
に
あ
る

山
岡
鉄
舟
の
家
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
庭
に
は
清
水
か

ら
移
植
し
た
蘇
鉄
が
植
え
て
あ
っ
た
。
明
治
十
二
年
、
天

田
五
郎
は
清
水
を
発
っ
て
故
郷
の
兄
に
会
い
に
行
く
が
、

途
中
東
京
で
山
岡
鉄
舟
を
訪
ね
、
そ
の
さ
い
持
っ
て
い
た

「
東
海
遊
侠
伝
」
の
草
稿
を
鉄
舟
に
預
け
た
。
手
紙
に
あ

る
「
あ
の
本
」
と
は
こ
の
草
稿
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
が

た
い
へ
ん
面
白
か
っ
た
の
で
諸
方
か
ら
借
り
手
が
殺
到
し

鉄
舟
も
困
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

天
田
五
郎
が
鉄
舟
の
仲
立
ち
で
初
め
て
次
郎
長
に
会
っ

た
の
は
、
明
治
十
一
年
十
一
月
の
こ
と
で
、
次
郎
長
の
許

に
寄
寓
し
、
次
郎
長
の
援
助
で
父
母
妹
探
索
の
手
づ
る
を

各
方
面
に
求
め
て
い
た
。
》
傍
わ
ら
で
次
郎
長
の
口
か
ら
語

ら
れ
た
、
そ
の
半
生
の
武
勇
談
や
思
い
出
話
を
聞
き
書
で

筆
に
書
き
留
め
て
い
た
。
こ
れ
が
「
東
海
遊
侠
伝
」
の
草

稿
で
清
水
を
発
つ
さ
い
携
行
し
た
。
未
定
稿
で
分
量
も
短

い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
に
加
筆
し
、
幕
臣
で

明
治
初
期
の
一
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
成
島
柳
北
が

校
閲
し
、
山
岡
鉄
舟
筆
の
調
霞
の
絵
と
次
郎
長
肖
像
写
真

の
石
版
摺
り
を
入
れ
て
立
派
に
仕
立
て
ら
れ
た
東
海
遊
侠

侠
伝
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
五
年



富
士
裾
野
か
ら
御
両
親
様
へ

五
郎
が
速
成
の
写
真
師
修
業
を
終
え
、
父
母
妹
の
行
方

を
尋
ね
て
旅
回
り
の
写
真
師
と
な
っ
て
伊
豆
方
面
を
遍
歴

し
た
後
、
清
水
港
に
帰
っ
て
く
る
の
は
明
治
十
四
年
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
、
政
五
郎
の
名
で
次
郎
長
の

養
子
と
な
っ
て
い
た
大
政
が
亡
く
な
り
、
五
郎
は
大
政
に

代
っ
て
養
子
と
な
っ
た
。
篇
士
洲
野
開
墾
場
の
指
揮
も
血

郎
が
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
の
明
治
十
じ
年
で
あ
る
。

２

こ
の
時
期
、
開
墾
場
か
ら
次
郎
錠
と
お
て
ふ
に
宛
て
た

手
紙
に
は
「
御
両
親
様
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
は

当
座
資
金
の
不
足
を
訴
え
た
も
の
で
、
「
こ
の
間
届
け
て
い

た
だ
い
た
十
円
の
う
ち
、
五
円
は
返
済
に
ま
わ
し
、
三
円

三
十
銭
は
米
二
斗
九
升
一
合
一
勺
の
代
金
、
二
円
二
十
八
銭

は
さ
つ
ま
い
も
を
買
っ
て
残
金
は
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
始
ま
る
茶
の
耕
作
や
、
い
も
の
植
付
な
ど
の
準
備
に
費

用
が
か
か
る
の
で
察
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
趣
特
の

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
十
七
年
二
月
、
次
郎
長
は
全
国
一
斉
の
博
徒
刈
り

込
み
に
ひ
っ
か
か
り
、
静
岡
井
之
悔
監
獄
に
収
監
さ
れ
る
。
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社
境
内
に
あ
る
長
人
な
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
出
故
で
一
て
駿
府
藩
に
封
じ
ら
れ
た
時
、
江
戸
か
ら
・
斉
に
懲
阻
た
一
の
下
で
、
徳
川
慶
菩
の
獲
衛
隊
で
あ
る
精
鋭
隊
幹
部
と
な

関
川
が
と
く
な
っ
た
直
後
、
洲
時
静
岡
中
学
校
（
現
静
岡
一
た
ち
が
清
水
・
静
岡
に
移
動
ｌ
〉
た
。
時
期
は
慶
応
四
年
が
一
り
、
組
新
の
さ
い
に
は
水
戸
か
ら
駿
府
宝
台
院
に
諜
慎
の

高
）
の
生
徒
だ
っ
た
新
村
山
は
、
県
誇
部
長
の
相
原
敬
悲
一
明
治
元
年
と
変
わ
る
雫
八
六
八
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
が
一
た
め
や
っ
て
く
る
慶
専
に
随
行
し
た
。
精
鋭
隊
は
駿
府
蒲

（
こ
の
人
も
川
鴬
世
）
と
い
っ
し
ょ
に
清
水
港
波
止
場
の
ボ
ー
ピ
ー
ク
で
、
人
数
は
家
族
た
ち
も
含
め
て
。
》
刀
人
に
達
し
た
。
一
に
な
っ
て
か
ら
新
番
組
と
名
称
が
変
わ
る
が
、
隊
士
た
ち
の

広
に
次
郎
良
を
訪
ね
た
。
こ
の
こ
と
は
新
村
が
法
月
吐
志
一
藩
主
家
達
の
ド
で
駿
府
播
轟
支
え
た
の
は
、
巾
老
格
の
大
一
大
半
が
無
禄
の
浪
人
と
な
っ
て
、
清
水
村
松
の
久
能
寺
（
後

楼
宛
て
た
手
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
久
保
・
翁
、
幹
事
役
の
勝
海
舟
、
山
岡
鉄
舟
ら
で
、
い
ず
一
の
鉄
舟
寺
）
あ
た
り
を
足
場
に
し
た
ら
し
い
。
新
番
組
隊

「
明
治
え
十
・
・
、
誼
・
年
の
頃
、
相
原
敬
吉
部
長
に
従
一
れ
も
江
戸
無
血
開
城
の
立
役
村
と
な
っ
た
和
戦
派
の
人
た
一
ｔ
は
、
後
の
牧
の
原
開
墾
の
先
駆
者
と
な
る
。

ひ
て
洲
水
の
次
郎
長
の
家
を
訪
ひ
‐
）
は
、
・
ハ
マ
生
十
四
歳
一
ち
で
あ
る
。
｜
松
岡
蘭
と
次
郎
長
と
の
関
わ
り
は
、
羽
東
海
遊
侠
伝
」
に

の
を
り
な
り
し
」

｛
こ
の
う
ち
勝
は
も
っ
ぱ
ら
江
戸
（
明
治
元
年
七
月
に
東
京
も
出
て
く
る
。
松
岡
寓
公
に
呼
び
州
さ
れ
て
料
亭
の
・
・
階
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拙
簡
相
宣
候
、
秋
幹
之
候
、
貴
老
御
始
〆
皆
々
様
御
揃
一

御
壮
健
と
段
奉
大
賀
候
。
随
て
当
方
無
異
相
暮
居
候
間
、
一

枢
仲
御
安
意
可
披
ド
候
。
陳
ハ
余
と
義
に
も
無
之
、
山
一

珂
大
先
生
元
上
・
一
・
分
一
御
化
邸
地
之
義
は
先
頃
鉄
舟
寺
華

建
築
之
為
メ
帰
県
之
剛
、
貴
老
井
一
一
佐
野
誠
一
郎
氏
え
》

相
話
候
望
手
有
之
、
豆
‐
円
程
｝
》
も
御
溌
受
申
度
趣
、
》

御
相
談
有
之
候
一
一
付
、
御
出
京
之
節
大
先
生
へ
貴
老
卜
卵

共
二
申
・
昨
』
候
処
、
鉄
道
架
設
出
来
之
上
は
県
地
之
御
往
』

復
｜
｜
て
御
刷
邸
へ
御
家
作
祁
成
、
御
止
宿
被
遊
候
御
見
一

込
車
｜
て
、
労
御
承
知
之
通
、
御
断
｝
一
利
成
候
。
然
ル
・
一
、
一

御
辛
去
後
、
該
御
邸
地
御
手
離
シ
被
成
候
桶
牽
一
も
可
祁
一

成
二
付
、
曽
て
御
牽
話
シ
と
加
キ
直
段
一
一
》
て
肺
求
者
有
之
一

候
ハ
、
御
枇
話
方
之
度
此
段
御
間
合
一
一
》
及
候
、
尤
御
奥
一

方
様
よ
り
若
殿
様
へ
御
話
シ
済
と
義
侭
て
・
ハ
．
ｆ
・
一
凸
之
一

義
一
一
は
無
之
候
。
比
段
為
念
申
上
置
候
。
何
分
乍
御
吐
一

話
先
方
へ
御
聞
合
口
・
被
下
候
、
此
殿
御
怖
頼
峡
不
備
一

明
治
折
・
年
九
月
廿
澗
日
松
岡
葛

川
本
玉
琢
殿

▲明治10年代曝巴八畔の次郎長宅｡正面の２階家

明
治
・
一
年
、
・
・
代
Ｈ
お
て
ふ
が
、
白
昼
、
浪
人
ら
し
い

こ
の
手
紙
か
ら
、
松
岡
蔦
が
鉄
舟
寺
の
造
営
に
深
く
か
》
男
に
斬
ら
れ
る
と
弾
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
犯
人
が
誰
か

か
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
鉄
舟
自
身
が
東
海
道
線
開
通
後
、
を
証
樵
づ
け
る
も
の
は
な
い
。
新
番
組
隊
考
木
幕
半
次
郎

静
岡
の
邸
地
は
別
邸
と
し
て
使
お
う
と
思
っ
て
軌
た
こ
と
》
と
か
川
崎
某
と
い
っ
た
説
が
あ
る
が
、
創
作
の
産
物
に
す

が
わ
か
る
。
鉄
舟
の
静
岡
に
あ
っ
た
地
所
が
、
そ
の
後
ど
》
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
の
起
こ
る
す

う
な
っ
た
か
、
地
元
の
史
家
か
ら
御
教
示
を
受
け
た
い
と
》
こ
し
前
、
明
治
元
年
の
暮
に
、
積
・
保
神
社
神
官
と
草
薙
神

思
っ
て
い
る
．
泌
時
の
一
千
円
と
い
え
ば
、
今
の
億
に
近
》
砥
神
官
が
連
続
し
て
テ
ロ
に
遭
う
。
こ
れ
と
無
関
係
で
は

い
金
額
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
警
視
庁
火
替
視
と
な
っ
た
松
一
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
の
が
私
の
推
理
で
あ
る
。

司
関
が
、
売
却
依
頼
す
る
ほ
ど
、
次
郎
長
は
信
用
が
厚
く
一
明
治
元
年
十
・
・
月
十
八
Ⅱ
の
深
夜
、
其
保
神
社
神
官
宅

顔
の
広
か
っ
た
こ
と
が
、
龍
》
謬
紙
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
一
に
複
数
の
浪
人
ら
し
い
男
が
押
入
り
、
袖
・
官
の
太
田
健
太

伏
谷
如
水
と
の
こ
と

｜
郎
が
斬
殺
さ
れ
た
。
さ
ら
に
雫
・
卜
・
・
日
、
草
薙
神
社
が
襲

一
わ
れ
、
神
官
森
斉
宮
が
重
傷
を
負
っ
た
。
河
輯
と
も
に
、

駿
州
赤
心
隊
員
で
あ
る
。
赤
心
隊
は
、
神
官
ら
に
よ
る
官

軍
参
加
の
義
勇
隊
で
あ
る
。
戒
臨
丸
戦
争
で
、
太
刈
健
太

郎
は
．
雫
一
保
海
岸
で
、
戒
臨
丸
か
ら
逃
げ
る
徳
川
兵
を
追
い

側
し
た
。
神
官
暗
殺
は
そ
の
遺
恨
に
よ
る
報
復
テ
ロ
と
思

わ
れ
る
。
次
郎
長
が
こ
れ
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
。

刑
東
海
遊
侠
伝
」
の
胸
に
、
次
郎
長
が
明
治
の
初
め
、
惹
一

島
に
行
く
話
が
あ
る
。
一
方
、
暗
殺
蛎
件
の
直
後
、
大
川

健
太
郎
の
妻
と
幼
い
子
ど
も
が
、
一
・
・
島
神
社
批
官
矢
川
部

盛
治
方
に
避
難
し
た
こ
と
が
、
「
欠
川
部
Ⅱ
記
出
に
書
留
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
妓
近
に
な
っ
て
減
っ
た
。
司

ふ
し
宅
侶

時
に
、
欠
出
部
家
が
、
伏
谷
如
水
・
〆
》
近
瓢
親
戚
で
あ
る
こ

と
も
知
る
に
至
っ
た
。
当
会
の
竹
内
宏
会
長
が
、
昨
年
刊
文

芸
春
秋
』
誌
に
次
郎
長
の
こ
と
を
寄
楠
し
た
さ
い
、
伏
容

如
水
の
御
子
孫
と
い
う
千
莱
県
市
原
市
の
高
石
鶴
促
さ
ん

か
ら
ご
連
絡
が
あ
り
、
代
々
》
・
・
島
祁
社
神
官
を
つ
と
め
る

矢
川
部
家
と
、
伏
谷
家
が
親
類
で
あ
る
こ
シ
静
一
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
伏
谷
如
水
は
・
い
う
ま
で
も
な
く
、
明
治
元
年

次
郎
長
を
駿
府
周
辺
の
普
固
役
に
抜
擢
し
た
東
征
軍
判
事
、

浜
松
藩
家
老
で
あ
る
。
新
政
府
が
発
足
し
て
か
ら
如
水
は

藩
に
復
帰
し
、
浜
松
滞
が
旅
原
に
移
封
さ
れ
る
の
と
・
緒

に
移
住
し
た
。
伏
容
家
に
は
、
如
水
が
豪
腹
の
次
郎
長
を

こ
よ
な
く
ひ
い
き
に
し
た
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

次
郎
長
が
・
・
一
島
に
行
っ
た
の
は
、
大
川
健
太
郎
の
家
族

海
・
蔦
に
避
難
す
る
の
を
礎
術
し
て
送
る
た
め
で
は
な
い

か
、
と
私
は
推
理
す
る
の
で
あ
る
。
テ
ロ
の
範
囲
が
広
が

れ
ば
、
駿
府
藩
収
、
ノ
つ
ぶ
し
の
絶
好
の
川
実
に
な
り
か
ね

な
い
。
事
実
、
明
治
皇
年
正
月
、
関
Ⅱ
艮
輔
（
隆
吉
〉
、
前

島
未
助
の
名
で
新
政
府
に
差
出
；
）
た
・
・
一
申
書
が
あ
り
、
そ

れ
に
は
、
赤
心
隊
員
の
遭
難
に
つ
い
て
、
藩
と
し
て
不
行

届
だ
っ
た
こ
と
を
詫
び
、
犯
人
の
探
索
と
、
領
内
取
締
を



画

《
段
と
厳
し
く
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
次
郎
長
は
蒲
の
》
明
論
ト
ヒ
年
、
天
川
五
郎
は
満
水
港
を
去
り
、
天
川
姓
一
る
。
戊
寅
ｎ
ｈ
（
戊
寅
は
明
治
‐
裾
年
）
に
恥
清
水
港
の
宿

〃
針
に
沿
っ
て
、
市
中
取
締
の
た
め
の
行
動
を
と
っ
た
。
》
に
復
し
て
有
価
川
家
に
奉
職
、
の
ち
大
阪
に
桁
き
新
聞
社
一
り
に
て
」
と
題
し
て
妹
を
よ
ん
だ
相
間
歌
風
の
縦
も
あ
る
。

次
郎
長
は
け
っ
し
て
》
一
足
の
わ
ら
じ
を
は
い
た
の
で
は
な
》
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
京
都
林
丘
寺
の
通
水
禅
師
の
も
と
で
一
そ
こ
で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
Ｉ
）
て
は
欣
碑
に
し
よ
う
と
・
い
う

い
。
な
の
に
愉
軍
の
先
棒
か
つ
ぐ
と
か
ん
違
い
し
た
浪
上
》
参
禅
、
明
治
ニ
ト
年
に
は
剃
髪
得
度
し
た
。
通
水
禅
師
か
一
こ
と
で
、
次
郎
長
翁
を
知
る
会
の
皆
さ
ん
の
意
兄
が
一
致

に
よ
っ
て
・
・
代
目
お
て
ふ
は
斬
ら
れ
た
。
：
《
係
神
社
事
件
》
ら
は
『
外
に
て
父
録
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
一
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
垣
‐
成
四
年
十
》
・
〃
、
堀
・
次
郎
長
シ

は
容
疑
肴
と
Ｉ
）
て
社
人
の
宮
城
島
肥
後
が
検
挙
さ
れ
た
が
、
》
汝
の
内
に
て
兄
よ
」
と
教
え
ら
れ
る
。
一
ア
：
」
で
知
る
会
の
会
員
が
、
い
わ
き
市
を
訪
れ
た
時
に

帯
件
の
結
末
と
真
犯
人
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。
被
害
》
明
治
銘
十
六
年
Ｌ
ハ
月
十
発
日
、
次
郎
長
は
奄
卜
四
歳
の
一
も
披
露
さ
れ
、
い
わ
き
市
の
、
「
懲
庵
研
究
会
』
の
皆
さ

者
の
火
Ⅲ
健
太
郎
だ
け
は
、
国
に
殉
じ
た
戦
死
者
扱
い
で
、
》
堆
涯
を
閉
じ
る
が
、
匙
庵
和
尚
と
な
っ
た
天
田
流
郎
は
、
一
ん
繕
も
御
賛
側
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
‐
鵬
Ｌ
、
脈
の
送
出
に

端
川
祉
社
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
華
北
海
道
の
旅
允
で
急
小
、
報
を
聞
き
、
帰
途
清
水
へ
立
ち
寄
っ
一
は
、
巾
柴
光
泰
先
碓
が
当
た
ら
れ
、
自
ら
筆
を
と
っ
て
の

次
郎
良
と
鮮
臣
た
ち
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
鉄
舟
－
て
、
次
郎
長
の
供
養
を
，
）
た
。
当
時
、
次
郎
艮
菩
堤
寺
の
一
抑
捲
も
引
き
受
け
て
Ｆ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
、
計
川
に
花

の
義
弟
打
坂
周
三
や
、
明
徳
館
を
開
い
た
新
井
幹
な
ど
も
一
榔
隆
寺
化
職
は
、
紀
州
（
和
歌
山
眼
）
川
辺
在
の
Ⅲ
鏡
寺
出
一
を
添
え
た
。

あ
る
が
、
他
Ⅱ
に
譲
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
身
の
刀
休
和
尚
で
あ
る
。
刀
休
和
尚
は
次
郎
長
と
は
八
年
一
歌
の
進
出
は
、
光
の
戊
寅
Ⅱ
占
の
相
間
歌
風
の
も
の
で

愚
庵
と
な
っ
た
天
田
五
郎

▲富士裾野・次郎長開墾

一
ほ
ど
親
交
が
あ
っ
た
が
、
た
い
へ
ん
間
い
人
だ
っ
た
よ
う
一
な
く
、
恐
庵
ら
し
い
雄
輝
な
も
の
を
、
と
い
う
こ
と
で０

、

一
で
、
次
郎
長
は
『
紀
州
か
ら
来
た
御
刑
木
だ
Ｌ
と
評
し
た
。
一
次
の
歌
が
遊
ば
れ
た
。

一
明
治
姫
Ｉ
ｒ
Ｌ
ハ
年
、
こ
の
年
の
秋
、
魁
庵
は
西
国
一
・
・
十
一
・
基
ふ
じ
が
ね
に
の
ぼ
り
て
四
方
の
国
み
る
も

一
筒
所
巡
礼
の
旅
に
出
る
。
蝋
庵
研
究
第
一
人
者
と
し
て
知
一
ま
づ
ふ
る
さ
と
の
空
を
た
ず
ね
て

－
ら
れ
る
小
柴
光
泰
氏
は
、
こ
の
巡
礼
の
旅
は
、
》
時
の
親
一
こ
れ
ば
、
昭
和
一
・
Ｉ
ｒ
六
年
発
行
の
不
》
・
欺
道
会
機
関
誌

一
と
し
た
次
郎
長
の
供
養
の
旅
だ
と
指
摘
す
る
。
こ
の
巡
礼
一
‐
不
・
．
」
九
Ⅱ
号
（
恥
ハ
巻
八
岬
与
・
迩
巻
湿
仕
号
）
に
所
仙
の

一
を
鎚
録
し
た
『
巡
札
叩
口
却
記
』
維
歓
、
〃
体
和
尚
出
身
の
測
一
も
の
で
、
次
の
艮
欣
の
反
歌
で
あ
る
。

一
鏡
寺
に
立
寄
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
｜
Ｉ
Ｆ
“
掌

次
郎
長
と
患
庵
天
川
五
郎
と
の
関
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
一

》
ざ
一
／
と
述
べ
た
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
変
深
瓢
。
一

》
清
水
は
挫
庵
に
と
っ
て
第
晶
の
放
郷
の
よ
う
な
も
の
で
、
一

》
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
清
水
に
は
、
憩
庵
に
一

》
つ
い
て
モ
エ
ー
『
．
メ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
も
の
は
、
こ
れ
ま
一

軒
で
皆
無
で
あ
っ
た
。
次
郎
長
没
後
百
年
を
肥
念
し
て
、
後
一

一
仙
に
残
す
も
の
と
し
て
は
、
挫
唯
に
因
ん
だ
も
の
が
、
雌
一

一
も
相
応
し
い
と
考
え
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
’

惣
庵
に
は
、
清
水
に
因
ん
で
詠
ん
だ
和
歌
や
漢
詩
が
あ
一

▲二代前梅蔭寺住職・月心和尚



６

水
無
月
廿
Ｈ
ま
り
二
Ｈ
不
尽
の
尚
揃
に
の
ぼ
り
て

よ
め
る
歌

た
ま
よ
み
の
か
ひ
の
国

う
ち
よ
す
る
す
る
が
の
脚
と

ふ
た
匡
を
か
け
て
た
ふ
と
き

ふ
じ
が
ね
に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば

侭
久
し
げ
は
こ
れ
の
山
も

あ
し
が
ら
の
や
ま
を
も
や
ま
と

み
え
わ
か
ぬ
そ
れ
を
お
も
へ
桜

と
り
が
恥
あ
づ
ま
の
空
の

う
ち
ひ
さ
す
都
は
い
づ
ら
と

あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
み
れ
ば

▲初代次郎長銅像の建立工事が始まる昭和初年の梅蔭寺門前

は
る
ば
ろ
に
さ
だ
か
な
ら
ね
ど

編
一
集
室
か
ら

・
す
み
だ
川
ほ
そ
い
の
し
く
と

お
も
へ
ら
く
我
ふ
る
さ
と
を

草
ま
く
ら
た
び
ね
な
が
ら
に
一
●
会
報
第
一
一
一
号
を
お
服
け
し
ま
す
。
次
郎
長
没
後
満
百
年

み
る
こ
と
の
そ
の
う
れ
し
さ
よ
』
の
今
年
を
締
め
く
く
る
号
と
な
り
ま
す
。
早
い
も
の
で

そ
の
た
の
し
さ
よ
》
昨
年
五
月
六
Ｒ
、
知
る
会
が
旗
ｔ
げ
し
て
か
ら
、
も
う

》
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
発
足
直
後
に
百
匝
忌
と
、

「
ふ
じ
が
ね
に
の
ぼ
り
て
四
方
の
国
み
る
も
一
喝
碓
談
と
映
画
の
会
…
が
あ
り
、
暮
れ
に
は
次
郎
蛙
ツ
ア

ま
づ
ふ
る
さ
と
の
空
を
た
づ
ね
て
」
－
１
で
・
・
十
八
人
衆
の
会
員
が
、
い
わ
き
市
を
訪
問
。
魁

』
庵
研
究
会
は
じ
め
市
腿
の
方
が
た
と
懇
親
を
深
め
て
参

右
の
職
を
選
ん
だ
巾
柴
光
紫
先
唯
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
一
り
ま
し
た
。

は
魁
庵
が
次
郎
長
の
も
と
で
常
上
撫
野
の
開
墾
に
当
た
つ
》
●
さ
て
、
今
年
は
本
番
。
次
郎
長
命
Ⅱ
の
六
月
は
、
兇
推

て
い
た
時
期
侭
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
》
の
御
慶
事
と
里
な
っ
た
の
で
形
だ
け
と
し
、
秋
が
い
よ

こ
の
歌
を
石
碑
に
刻
む
た
め
、
先
生
は
自
ら
鵠
を
と
り
》
い
ょ
次
郎
長
百
年
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
り
ま
す
。

平
成
血
年
六
月
昨
‐
・
・
Ｈ
の
次
郎
長
忌
に
列
席
し
た
・
万
が
た
》
十
・
月
・
開
か
ら
の
や
。
Ⅱ
間
、
「
次
郎
長
を
語
る
．
｜
シ
ン

に
、
揮
韮
を
締
少
し
た
が
‐
〕
が
配
布
さ
れ
た
。
な
お
石
碑
》
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
｛
挫
庵
歌
碑
の
除
幕
」
、
『
ち
ん
ど
ん
道
出

の
襲
而
に
刻
む
解
題
の
文
斑
も
、
先
生
が
執
筆
さ
れ
た
．
一
な
ど
嘘
り
だ
く
さ
ん
の
行
張
が
行
わ
れ
ま
す
。
ト
ー
Ⅲ

左
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
・
削
か
ら
・
り
ご
日
ま
で
梅
蔭
寺
の
進
物
館
で
は
、
こ

「
碑
而
の
加
歌
は
不
．
一
秋
道
会
発
行
の
第
六
巻
第
八
号
一
れ
ま
で
兄
ら
れ
な
か
っ
た
遺
舶
や
手
紙
類
な
ど
の
特
別

の
罰
不
二
』
に
の
っ
て
い
た
『
水
無
月
廿
Ｈ
ま
り
・
・
Ⅱ
不
一
岐
示
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

尽
の
高
敬
に
の
ぼ
り
て
よ
め
る
う
た
酌
と
題
す
る
曇
歌
一
●
百
年
祭
に
は
、
い
わ
き
市
の
皆
さ
ん
が
パ
ス
仕
立
て
で

の
反
歌
で
、
富
士
山
を
中
心
に
次
郎
長
と
憩
庵
と
の
、
一
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
。
シ
ン
ポ
ジ

清
水
市
と
い
わ
き
市
と
の
つ
な
が
り
を
見
事
臆
内
包
，
〉
一
ウ
ム
参
加
、
懇
親
会
、
除
幕
式
と
強
行
閲
程
で
す
が
、

た
名
吟
で
あ
る
。
一
切
よ
き
旅
』
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

平
成
流
年
六
月
中
柴
光
泰
撰
」
一
●
百
年
祭
ス
タ
ー
ト
の
十
一
月
》
耐
ほ
、
旧
麻
の
九
閲
十

清
水
に
初
め
て
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
右
の
歌
碑
一
八
Ⅱ
。
奇
し
く
も
、
成
臨
丸
戦
争
の
Ⅱ
で
、
殉
難
者
た

は
、
次
郎
艮
百
年
祭
行
嘱
の
．
つ
と
し
て
、
平
成
血
年
ト
ー
ち
の
命
冊
と
な
り
ま
す
。
内
戦
の
悲
劇
は
、
現
在
で
も

・
月
・
・
日
、
祢
蔭
寺
境
内
に
お
い
て
除
幕
式
を
行
な
う
こ
－
批
界
中
い
た
る
と
こ
ろ
に
起
き
て
お
り
、
白
一
一
Ｆ
年
前

と
に
な
っ
て
い
る
。
惣
庵
の
巡
礼
の
旅
か
ら
も
、
ち
よ
う
一
の
清
水
港
で
起
き
た
こ
の
出
釆
事
を
、
忘
れ
る
な
と
次

ど
満
面
年
に
当
る
の
で
あ
る
。
耐
Ⅱ
共
爾
）
一
郎
長
は
私
た
ち
に
教
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。


